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＜ 園 長よ り ＞  

 7月21日（土）たくさんのボランティアさん・地域の皆さんのご協力をいただき第9

回綾瀬いっしょ祭を盛大に開催することができました。来賓の方々もたくさん駆けつけて

くださいました。中でも毎年参加いただいていた近藤やよいさんが今年は足立区長として

お忙しい中参加してくださいましたので会場は、大盛り上がりとなりました。お祭りに関

わっていただきました多くの皆様に心より御礼申し上げます。 

 お祭りの後半、建物の給水システムにトラブルが発生し、トイレが使用できないという

事態をおこしてしまい皆様にご迷惑をおかけいたしましたことお詫び申し上げます。お隣

の綾瀬ひまわり園の宮崎園長にご配慮いただきなんとかお祭りを続行することができま

した。  

「たかがトイレ、されどトイレ」、改めてトイレというものの大切さや必要性をひしひ

しと感じた一日でもありました。たとえ健常者でもトイレと行事とは切っても切れない仲

です。実は、綾瀬あかしあ園に勤務するようになって「トイレ」に対する思いは、私の中

でいろいろと大きくなるばかりなのです。食事・入浴・排泄を３大介護と言いますが、食

事は一日３回、入浴は１回、排泄は６～９回、とにかく回数があります。 

 当園に勤務して３月程経った昨年６月宿泊行事に参加しました。４つのグループ毎に宿

泊行事がありました。その回は、園の中でも障害が重度のグループでした。どのグループ

でも事前の実踏では、障害者用のトイレ調査が最大ポイントなのです。とは言え世間で言

う障害者用トイレを利用できるのは、両脇から支えられても良いから立位のとれる障害者

までなのだと知りました。グループ全員で支えても立位はとれません。行く先々で狭いト

イレにマットを敷き、車椅子で入り、二人の職員が利用者さんを抱えマットにそっと下ろ

します、それから車椅子を外に出して排泄介助が始まるのです。そのマットを職員は、何

時も背負って歩いています。障害者トイレがあってもその床に横にならなければならない

のです。職員はそれでも「狭くてごめんね」とやさしく声を掛けながら排泄介助をしてい

ました。若い職員もいて、つくづく感心したものです。立ち止まってその様子を見て労い

の言葉を掛けて下さる方もおいででした。支えられても立位や座位をとれない人はトイレ

がなくて旅行ができない世間なのです。けれども宿泊行事は、園のお祭りと並び利用者さ

んにとって最も楽しみな２大イベントのひとつであり、それを知る職員の強い思い入れも

あるのです。障害者用トイレの天井からスイッチ１つでベットが降りてくるとか、壁から

出てくるとか、なんとかならないものでしょうか。そう難しいことでもないと思うのです

が板の上に柔らかいマットがついていればいいだけです。 

 ドラえもんに「どこでもベットとどこでもカーテン」をポケットから出してほしいもの

です。                            （太田 記） 

                                              

＜ 事 務 室 よ り ＞ 

 公園には夏に咲く夾竹桃の紅白の花が咲き始めました。今年の夏は暑いのだろうか。 

１９年度になってまだ３ヶ月余りですが足立区に対する予算要望を行ってきました。 

どこも厳しい状況の中、知恵を集めて少しでも有効な方策がとれたら良いと感じまし 

た。夏の高校野球の地区予選もはじまりました。若人のはつらつとしたプレーを観戦 

しながら夏を乗り切りましょうか。 

                                 （牧島 記）    

＜ 保 健 室 よ り ＞ 

 今年の梅雨明けは、例年に比較して遅いそうです。気温も思った程には上がらずなんとなくはっ

きりしない天気が続いています。 保健室前のあさがおが、毎朝花をつけてわたしたちにエールを

送ってくれます。 食欲が落ちている利用者さんもおいでのようです。まずは、水分補給が大切で

すのでまめに水分をとるようにこころがけましょう。 秋は、いろんな行事が目白押しです、体調をく

ずさないようにして楽しい秋を満喫しましょう。 

                                                 （中山 記） 

 



＜ ２ Ｆ にこにこグ ル ー プ よ り ＞ 

にこにこグループの７月は改装のための引越しで始まりました。いつもの部屋が数時間

でみるみる姿を変えていくのを目の当たりにし、それまでは狭い！ここが不便！もぉ～～

…等とグチッていたのに、ちょっぴり寂しさも感じたり、また逆にどう変わるのだろうと

わくわくしたりもしました。工事が終わって広々してからは、今までにも増して色々な人

が２Ｆへ訪ねて来てくれます。「○○はどこに置いたっけ？」「△△がない！」等まだまだ

落ち着きませんが、いっしょ祭にはお披露目！もうご覧になったでしょうか？部屋はもち

ろん、新しく仲間入りした支援員にも会いに、ぜひ遊びにきてくださいね！  （中嶋 記） 

 

＜ ３ Ｆ ゆいま～るグ ル ー プ よ り ＞  

ゆいま～るグループは職員の退職などがありながらも、保護者の方々のご協力のもと楽

しく活動に取り組んでいます。 

園祭では全員でダンスに参加しました！とはいっても、ダンスよりも仮装に力が入って

しまい、サラリーマンの格好をする人、セーラー服を着る人、中にはド派手なメイクをし

て自分でびっくりしている人までいました（*^_^*）日差しはそんなになかったですが、ダ

ンスまでの待ち時間と合わせてかなりの時間仮装していたので、ダンス終了と共に皆さん

すぐに着替えたいと言っていました。。。当日はかなりばたばたしていましたが、多くのボ

ランティアさんと共にグループが一つになることが出来いつも以上の笑顔が溢れていま

した。また来年が楽しみです。                     （永井 記） 

＜ ４ Ｆ グ ル ー プ よ り ＞ 

園祭では 「カフェや」でおいしいホットドグ、ドリンクを利用者の皆さんが交代で販売を担当

して、ホットドックは早々とうりきれました。また、坊呂十箱ブランドでは恒例のデザインＴシャ

ツをはじめ、ラブレス、バック、も好評のうちに販売、また陶芸の小皿など、個性あふれる作品

を販売しました。 

イベントでは利用者有志のみなさんの「チームパワフル」のきよしのソーラン節でなごんだあ

と、職員による、「つるっ八」の力溢れる南中ソーラン節のおどりに感動のうずがまきおこりまし

た。全員参加で最後まで楽しみました。                        （太田 実 記） 

 

  

    ボランティアの皆様、 
いつもありがとうございます！ 

  さて、今月のボランティアさんは何人？ 

６月２1日～7月20日まで…      延べ17人！！！ 

  綾瀬あかしあ園では、日常的な活動をお手伝いいただけるボランティアを常時 

募集しております。詳細については担当本間宛にお電話ください。 

（ ボランティア担当 本 間 記 ） 

 

 

☆ ８ 月 の 予 定 ☆ 
６日・２７日   あしすとトランポリン 
１３日～１７日   夏季休業 
３０日       移動美容室レインボー 

 
 

＜ 編 集 後 記 ＞ 

 我が家の愛犬メロンは来月８歳になります。毎日朝と夜の２回散歩にいきます。 

朝は私が７時前後に行き、夜は息子が行ってます。しかし７月始めに試験を終え試験

休み、そして夏休みを迎えた息子はいったい、いつ散歩に行っていることやら・・・ 

毎朝私に促され散歩に行くメロンはとても眠そうです。渋々といった表情で私の後に

ついて来るメロンさん！！私がわるいの？？と言いたくなる我が家の朝の風景です。 

 先週末に無事終えた園祭を振り返り一句作ってみました。 

  「夏祭り あばれ太鼓に 胸おどる」             （清水 記） 


